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【成長するには】

1．解説

「成長するためのプロセスをシンプルに体系化するとこうなります。（アニメー
ション表示）目標やゴールを決めずにただ日々仕事に取り組んだ結果として、
成長していた、ということも当然あります。しかし、予め設定して動くと何がい
いでしょうか？

計画的に成長できる、モチベーションが上がるなど色々なメリットがあります
が、アクションプランが明確になります。例えば、スポーツで定期的に大会に

出るとします。目標・ゴールが『大会に出られて楽しめればいい』なのか『大会
で優勝したい』なのかで日々の練習内容は変わってきますし、成長レベルも
異なるでしょう。

仕事も同じです。明確な目標を掲げて取り組む人とそうでない人では、半年で
も大きな差がつきます。

従って、成長のために実施することは、この３点になります（アニメーション表
示しながら）が、まずは現状がどうなのかを客観的に把握しておく必要があり
ます。今回は、それを社会人基礎力の自己評価と上司評価の結果から確認
します」



■ 社会人基礎力における自己評価と上司評価のギャップ認識

シートの確認

2

社会人基礎力ギャップ解消の準備

2

【社会人基礎力ギャップ確認】

１．ワーク案内

「社会人基礎力の現時点の評価について、皆さんと上司評価のギャッ
プを確認します。今から資料を配布するので、届き次第確認をお願いし
ます」

個人毎にまとめた「社会人基礎力評価まとめシート」を配布

「配布した資料は、皆さんの自己評価と上司の評価、それから平均をま
とめたシートです。裏面には、上司が今後、伸ばしてほしい社会人基礎
力についてコメントをいただいてます。上司も業務がある忙しい中で対
応して頂いたので、研修が終わって職場に戻ったら、一言感謝の意を
伝えましょう」



■ ワーク1：社会人基礎力における自己評価と上司評価のギャップの確認
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□自己評価と上司評価とのギャップ

①上司評価より自己評価が高い項目

②上司評価より自己評価が低い項目

□上司評価平均値と自分の上司評価とのギャップ

③上司評価平均値より自分の上司評価が高い項目

④上司評価平均値より自分の上司評価が低い項目
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【社会人基礎力ギャップ確認】

１．個人ワーク後の解説

「ギャップの発生要因と対策について、この後考えていきますが、一般
的には自己評価よりも上司評価が低い項目は、自分が思う以上に行
動に表れていないということが想定されます。自己評価より上司評価が
高い項目は、自信持って引き続き積極的に実施しましょう。

ちなみに、上司評価の比較は、厳密に言えば、一人の上司が全員を見
ているわけではないので、求める基準の厳しさや甘さの違いによって
差が出ている可能性もあります。ただ、平均としてならした数値と比較
して、突出して高い、低い項目がある場合は、自身の強み、課題として
捉えることに一定の意味はあります。

①④で挙がっている項目については、しっかり今後の取り組みを考えて
いく必要があります」



■ ワーク2：自己評価と上司評価のギャップ解消の準備

1．ギャップが発生している要因を考えてみましょう

2．ギャップを無くすためにどうすればいいか考えてみましょう
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【社会人基礎力ギャップ解消の準備】

１．ワーク案内

「ギャップを把握した上で、その先が大切です。ギャップは、当然埋めて
いく必要があります。上司とのギャップ発生については、一概に皆さん
だけに責任があるわけでもありませんが、今後どうすればいいかという
観点で、考えてみましょう。個人ワーク、グループ共有、全体共有の流
れで進めます」

２．グループ共有

ラウンドしながら全体に共有した方がいい意見はピックアップしておく

３．全体共有

「（いくつかのグループから発表してもらい、コメント）では、ヒントをお伝
えします」

⇒次のページ



１．期待値・基準のすり合わせを徹底的に行う

要因：互いに共有・確認ができていないため、認識ズレが発生した際に修正ができない  

２．日常の共有・確認（報告・連絡・相談）を徹底する

要因：事象に対する期待値や基準がずれているために、ギャップが発生  

要因：理解できている、やっているつもりで行動ができていない、行動が足りていない  

３．頭での理解を行動に変える

→最初のすり合わせを分かるまで徹底的に  

→報告・連絡・相談を丁寧に。確認は本当に理解するまでしつこく

→行動する、続ける

■ 自己評価と上司評価のギャップ解消のヒント
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【ギャップ解消のヒント】

「皆さんの発表にもありましたが、ギャップが発生する要因は大きく3点です」

1．期待値・基準のすり合わせ 解説

「そもそもの期待値や基準がずれていると、皆さんは出来た、やれていると思っても
上司は、そう思っていないということが発生します。従って、どこまでやれば出来た、
やれているという判断になるのか、最初のすり合わせを丁寧に行っておきましょう」

2．日常の共有・確認の徹底 解説

「設定していた基準が、月日とともに変わっていくことはよくあることです。特に、でき
ることが増えると、その分、上司の期待も気づかないうちに大きくなりがちなので、
ズレが発生しやすくなります。従って、１の続きとも言えますが、日常のコミュニケー
ションをしっかり取ることですり合わせを行っていきましょう」

3．行動に変える 解説

「自分ではやっていると思っていても、行動に現れていないもしくは足りていないの
で、上司や周囲からやっている、できていると評価されないということです。自分が
思っている以上に行動する、継続する必要があります」
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